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機こ関における管理計画業務支援システム
Management Decision-Making Support SYStemin Banking

殺近,金融機関での計算機システムは,管理計画業務支援システムの開発が注目

を集めている｡しかし,この管理計担由業務は,まだ属人的要素が強く,当初から満

足できる機能をすべて設定してjiくことは不■吋能である｡したがって,支授システ

ムの開発課題は,管理計画業務の担∴当省が直接,必要な情報を任意に検索,加工で

きるシステムの開発であり,しかも,機能の追加,変更を容易に行なえるシステム

構造をとっておくことが重点となっている｡

本稿は,支援システムの全体構想とともに,その標準化システムCIRD(Conver-

sationalInformation Retrieval& Display System)の機能,特徴及び営業店

管理業務への適用例について述べる｡

t】 緒 言

金融機関での計算機適用システムは,表lに示す二つのサ

ブシステムに分類される｡従来,営業店事務の合理化を目的

としたオンライン窓口業務処理システムが中心課題となって

いたが,オンライン化の対象科目の拡大,機能の拡充に伴い

オンラインで収集された情報を有効活用した管壬里計画業務へ

の計算機適用が注目されてきている1)｡これは,窓口業務処:哩

システムの充実により,管王里計画業務で佐用するデータの大

部分がコンピュータ化されてきたこと2),及び従来の目的別オ

フライン統計処理システムでは,ユーザー部門の多様化する

ニーズに対処しきれなくなってきたことに起因する｡すなわ

ち,データ量の増加,管王里目的の多様化により､単品処理的

なPrograInmed Decision Making Systemから,多目的な

Non-prOgrammed Decision Making Systemへとその期待

が移っている3)｡

そこで,ユーザー部門が直接,必要とする情報を任意に検

索加工できる管理計画業務支援システムについて,その;堤本

構想と標準ソフトウェア･パッケージConversationalIn-

formation Retrieval& Display System(以下,CIRD

システムと略す)の機能概要,及び適用例について紹介する｡

臣l システムの基本構成

2.t ニーズと基本機能

管理計画業務のシステム化に対し,次に述べるようなニー

ズ4)がある｡

(1)システムの保持すべき基本機能に対するニーズ

管理計画業務を支援するには,業務の性格上,図1に示す

五つのニーズがある｡その実現機能がシステムの基本機能を

構成する｡

(2)システムの利用に対するニーズ

定型処理業務とは異なr),管】翌計画業務に必要な情報は,

管理者の問題意識によって多様化する｡したがって,計算機

部門と情報活用部門とが独立した従来方式では,管理者のニ

ーズに対処することが不可能になってきた｡そこで,計算機

に関する知識を必要とせず,管理者が直]妾,簡単に利用でき

るシステムに対する期待が強い｡
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表l 金融機関における計算機適用領j或 金融機関の計算横適用領

域は,業務の性格上,三つのサブシステムに分類される｡

計算横システム 適 用 名臣域 で の 目 的 特 性

窓口業務処王里

システム

預金系

貸付系窓口業務の迅速化･正確化
及び顧客サービスの拡大

為替系

即時要求

大容量

高トラフィック

外部接続ネット

ワーク･システム

全国銀行協会連合会システムヘの加

入,日本キャッシュサービス株式会社

への加入,他行･他企業との業務〕是携

外部機関との接続

経営の管王里計画 経営の管理計画面における判断業務
情報の高度加工

情報の任意組合せ

比重交
業務支援システム の支援

データの即時入手,蓬続試行

による分析の深仕
----→ 1.会話処理機能

聞及意識に合致Lた情報､の編集 ------■■ 2･データ編集出力横能

実演データ一覧だけでなく,

意思決定の参考となるデータ ーーーーーー● 3･データ加工処理機能

加工麺理,モデリング

部外私行外秘など,情報の

磯密保護遵守

ベーパー･ファイル管理や情

報収集作業め人手負担軽減

→ 4.機密保護 機 能

一■→ 5.データ管理機能

図l 管理計画業務支援システムのニーズと要求される機能

管王里計画案務面からのニーズにこたえるには.図に示す五大機能を実現する必

要がある｡

*

日立製作所システム開発研究所
**

日､7二製作所ソフトウェア工場
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(3)ソフトウェア構成上の二”ズ

管理計画業務が非定型業務であることから､システムで扱

うデータ,データ加工方式,情報編集方式などは,経営環境

とともに変化する｡したがって,システム建設+二の重点課題

は,ソフトウェア構造を,いかに拡張性,保甘円三のあるもの

にするか,という点にある｡

2.2 システムの対象領域

金融機関での管理計画業務は,図2に示す五つのサブシス

テム5)に分割できる｡

(1)営業舟l青報管理システム

営業店活動の定量的な把握,適jtな評価･管理指導を行な

い,経営の計画的安定･成長を図る｡

(2)顧客情報管理システム

主要取引先の計数情報をもとに,収益性貢献度評価,法人

業績評価などを行ない,収引の深化･俊良顧客の育成を図る｡

(3)人事情報管理システム

行員の的確な把握,組織とLての整合性分析をもとに,効

率的な人材の育成･活用を摺る｡

(4)全行レベルでの経′ぎミー管糟計画情報システム

各種経営戦略の分析･評価,管理会計分析を行ない,安全

で効率の良し､資産運月]を図る｡

(5)外部経済環境情報管理システム

マクロ経済状況及び地】或市場特性の分析把握を行ない,妥

当な経営戦略の苛二案を凶る｡

2.3 システムの概要

管王里計画業務支援システムは,管理計匝り召データベースと,

会話形式でデータの検索･加工･編集表示を行なうアプリケ

ーションから偶成される｡管f里計画業務支援システムを構成

する五つのサブシステムの統合を,図3に示す｡
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管理システム

＼DB

人事情報管
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◆
全行レベルでの管

理計画情報システム

/＼
顧客情報管

王里シ ス テ ム

DB

DB

外部経済環境情

報管理システム

DB

注:DBニデータベース

図2 管理計画業務支援システムを構成する五つのサブシステム

情報の発生;原から,管理計画業務支援システムは五つのサブシステムにより構

成される｡
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田 システムの標準化

3.1 標準パッケージ開発の目的

従来の管理計向業務支援システムは,個別テーマごとに各

各卜句有のシステム機能を設定Lて開発されてきた｡しかし,

鮎川ソ､システムの開発例が増えるにつれ,システムを横断的に

利用できるノ.ち本部分と,テ椚マ別に異なる部分とに分1刊でき

ることが分かった｡

そこで,基本部分はレディ【メMド化しておき,個別テー

マ固有の機能はオプションとして作意組込みが吋能な構造を

もつ,ハーフメード･システムの開発を行なった｡

3.2 CIRDシステムの情報】是供様式

CIRDシステムでは,従来の管理計画用資料の分析･計数

管理方式の芙把竺化6)から,管理計敵情報を図4に示す]‾Lつの構

成〕占準に分1別している｡

(1)集計単位堪準

データの原単位(全部i,人数,件数など)

(2)集計区分水準

目的別,処王里内界別,規才莫別,期r別別,八倍別など｡

(3)データ加工基準

ji‾り立当たり,‾百分比,増加率などのP朋IJi寅算やアルゴリズム

管理･計画用データベース

垣ヨ
モデル･技法の登韓

･四則演算

･統計分析

･アルゴリズム

共通ア プリ ケー シ ョ ン部
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計
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(会話形式による管理計画業務支援情報提供システム)

プリンタ

ディスプレイ

居
(H-9415ビデオ･データ･ターミナル)

匡】3 管理計画業務支援システムの概要 五つのサブシステム群は,

共通のアプリケーション部をもとに,統合された一つの支援システムとLて機

能することになる｡
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の

(…表芸2警雪立憲)(芸焉芸芙言)碑 定
■◆

デ

j

(SDDへの董毒蓑)

⑤

比較対象基準

(部門別,時系列,

項目別)

(工ノ

集計単位基準

(件数,金額)

(言;三富芸)

④

表示形式基準

(実数,指数,グラフ)

ヽ ′

一甲ヽ†
(参

集計区分基準

(業種j批入出金別)

③

データ加工基準

(伸び率,

パーヘッド計算,

モデル)

図4 管理計画用資料の構成基準 管‡里計画業務に活用されている資

料を五つの基準で分顆L,管理計画情報の分析整玉里を行なう｡

(4)表示形式基準

棒グラフ,折線グラフ,構成比グラフ,2沸こ止散布図表ホ

など｡

(5)比較対象准準

時系列比較,部門別比較,勘定手斗目別比較など｡

上記の5基準は,管理計L軒業務支援情報ク)ブ央完三安凶である

が,CIRDシステムでは,図5に示す3フェ【ズに分1別し,

任意ク)情報を検索表示できるようにしている｡

(1)データベース作成フェーーズ

CIRDシステムでは,PDM(PracticalData Manager)

を利川して,集計単イ立,集計[メニ分人∈準を仕意に設二道Lて,デ

ータベースをイ港築することができる｡

(2)sDD作成フェーズ

SDD,すなわち,System Definition Dictionaryは,シ

ステムを構成するソフトウェア部品と,そこで抜われるデー

タに関する属件情報を二詮録しておく もので,データ目りの論理

関係やアルゴリズムとの関連を詳録Lておく ことができる｡

(3)利用者人力指示フェーズ

CIRDシステムでは,比較対象恭準と表示形式J.!壬準の組み

介わせから,出力情報の類型化(メニューと呼ぶ〕をノ行なっ

ている｡ここで,メニュー1と呼ぶのは,図6に示す田J世表

形式の場合,テ㌧一夕属性の3元(部Fl‾],不斗目,時一ヰニ)を事前

古こ,(a)見+_1し郎,(b)表土唱部,(C)表側部に設定したものをいう｡

ニのメニュ【方式により,利用者はメニューの選択と3梓類

の指定〔例えば,時系列部門間比較メニュmの場†ナ,(a)残こ韮

崎問,(b)部門(‾最大6個),(c)時系列の椎葉頁〕をするだけでよ

い｡

3.3 C=モDシステムのソフトウェア構成

CIRDシステムでは,Montgomery,UrbanのMarketing

Information Systemの構想7)を計算機システムに適用し,図

7に示す-とつのソフトウェア･ブロックから構成されている｡

各プロ､ソク間の制御移行は,SDDc乃インタフェ【ス

より,System Management Unitが管理を行なっているの
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(データベースの作成)‾

注:SDD=SystemDef…itionDictionary

図5 管‡里計画情報の作成手順 五つの構成基準からの分析をもとに,

システムとしての役割分担を明確化L,必要メニューの選定を行なう｡

で,機能の追加,変更が容易に行なえる構造となっている｡

3.4 CIRDシステムの情報処理ロジック

CIRDシステムは,約400のソフトウエア郎■口∫(ル【ナン)

からf掛戊されている｡SysteIn Management Unit8)はそれJJ

のルーチンを管理するために,図8に示す五つのモーードを.投

石三して,全体制御の簡素化を図っている｡各モード下では,

全休制御情報とSDDを参照して,モー【ド内川有の情報処月旦を

行なっている｡Lたがって,各モードは他のモ∽ドとのl桃生

を意識する必要はなく,各ルーチンの標準化を可能にしてい

る〔)そのため,CIRDシステムでは,Interpretative Method

によるデータの′受けi度しを二法本原則としている｡

タイトル部

見出し項目フィールド

(例:残業時問)

表側項目フィールド

(例:時系列)

〔表側データ〕

表塁頁項目フィールド

(例:部門a～f)

a b C d e f

〔出力データ〕

図6 メニュー方式 一つの出力フォーマット(出力パターン)に対L,

データの属性と各フィールドとの組み合わせから,複数のメニューが登録でき

る｡
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図7 CIRDシステムのソフ

トウェア･ブロック

CIRDは,五つの独立LたBankと

各Bank間の制御移行を行なうUnit

から構成されている｡各Bankは直

接,他のBankから影響を受けない｡

〔SystemManagementUniり

暫⇔
〔ビデオ･データ･ターミナル]

(H-9415)

¢

●メニュー処理会

話機能

●オペレーション

誘導機能

●横密保護機能

●プライベート･

メニュー機能

●システム制御情
報作成機能

●システム操作ガ

イダンス棟能

●入力データの
チェック横能

●時系列分析技法群

●相関分析技法群

●回帰分析技法群

●要因分析技法許

●分散分析技法群

●目標配分モデル

●預貸バランス最適化モデル

●業績評価モデル

●マネー･プロ…分析モデル

●予測モデル

説
●ページング処理機能

●グラフの自動スケーリング機能

●デ…タの自動車仕付け観能

●高級言語用画面制御機熊

一■

■-

†I

●複数データベース管壬里機能

●多条件ビットマップ管‡里穂能

●データ事前加工機能

●データベース書き込み機能

●リアルタイム処理機能

●会話進行状況管理機能

●ソフトウエア パンク問インタフェース機能 ●システム運用統計枚能

(Man-･MaGhjneInleractiveBank〕

(機密保護モード)

機密保護チェック部

■
オペレーション誘導部

ガイダンス提供部

入力指示解析部

データ検索用

制御テーブル

画面制御プログラム

(MAPg415)

(MappingA】dPaokage/9415)

枚密保護プライオりテイ

ガイダンス･メニューー覧

笠寺データ内容一覧

データ加工用

制御テーブル

画面編集用

制御テーブル

●
B畠叫〕

データ検索

モジュール群

テンポラリ･ファイル

データベース構造定義部

デー タ 形式定義部

データ間論理式定義部

メニュー対応定義郡

フォーマット文定義部

モジュール間インタフェース定義部

(Modej./Sほtist将alBank〕

●

●

基礎統計処理群

DBMS

(PDM,DBM)

(呂…毒…t藁…式琵琵諾rSystem)

DB

物‡里画面登録

(PML)

(PhysioalMapしibrary)

システム記述
テイクシ]ナリ

(SDD)

(System Definition

Djctionary)

データベース

(DB)

(DataBase)

モデル群

(DispほyBank]

出力情報編集モジュール群

(ページング管理を含む)

図8 CIRDの情報処‡里ロジック system Management Unitは,モード管理により各Bankの制御を行

なう｡各Bankは,制御用テーー7ルだけを参照Lて固有の処理を行なう｡
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画面制御プログラム

(MAP9415)

アプリケーション
プログラム･ライブラ

(APL)

(Appiica.IionProgramJibr8｢.y)

物理画面登録

(PM+)



3.5 CIRDシステムの諸機能

CIRDシステムでは,利用者が計算機に不ノぽをれな管理計Id】i

業務の担当者であることから,システムからの人力(選択)指

示に従って,会話を進行するシステム誘導巧竺全盲講方式を採用

している｡したがって,利用者は特別な教育を′受けることな

く,簡単な説明だけで本システムを自由に利用することがで

きる｡

利用弟からみたCIRDシステムの機能には,次に述べるも

のがある｡

(1)会f訴誘導機能

操作者確認情報,サブシステム選択,メニュー選択,他用

データ指定,ガイダンスニ選択などの入力を誘導する｡

(2)管理計画情報の作意編集機能

部門別比較,科目別比較,時系列比較,予測などの高度加

工情報を,棒グラフ,隅成比グラフ,3点折線グラフ,2次

元散布図,山型表リスト,等々に編集,しlりJする｡
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メッセージ
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変
更
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後
戻
り
)

(
入
力
ミ
ス
指
摘
)
(
第
一
キ
ー
の
変
更
･
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加
)

(
ペ
ー
ジ
ン
グ
)

利用者

確認画面

システム

選択画面

メニュー

選択画面

項巨‖旨定画面

(動的制御情報入力)

目的情報

貢
〔必要な情報だけ印字Lて持ち帰る〕

居
〔訟芸芸漕法苦け〕

●人事情報

●顧客情報

●営業店情報

●その他

(操作中の画面)

終了予告メッセージ

(操作中の画面に戻る)

終了メッセージ

(
ぺ
-
ジ
ン
グ
)
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(3)棟宮促成機能

システムの利川に対するプロテクトと,個別データごとの

検索に対するプロテクトで,2f立階の機密保.獲を行なう｡

(4)システム管理者用紙能

システムのう室川･保全担当三拝のために,システムの利用性

に関する運用統計情報の取得,操作端末のこ状態表示,サービ

ス終了子一打などの機能がある｡

(5)補助的機能

操作件を考落して,次の機能を設完三Lている｡システムの

会話手順を,図9にホしている｡

(a)システム抹作カ､イデン久枝能(各純データ･コ【ドや

操作キーの吉見叫卜紹介)

(b)ガ､イダンス情報の画面間転送機能(ガイダンスに亡11力

された情報を,入力用【如恥二転送出力できる)

(C)ページング処二哩機能 =_1-1力情報が1亡和面分以__とある場

†ナ,校数i如面に分1別して出力できる)

(操作途中の画面)

(オペレ¶ションの途中,いつで
も可能

ガイダンス種輯

一覧画面

システムの利用に

関する各種情報

憎慧票差冨)

)

注:● 印はオペレーションを示す｡

図9 CIRDシステムの会話

手順 システムの利用を許可

された利用者は,(=システムの選

択,(2)メニューの選択,(3)項目の

指定をシステムからの質問に答え

る形で,順三欠入力Lていく｡また,

利用できるデータ項目やコードが

分からないときには,いつでも所

定のキーを押せばカイダンス情報

を参考にすることができる｡
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〔営業店〕

WM

〔オンライン･センタ〕

窓口業務処理

オンライン･システム

蘇客勘定

ファイル

■◆

属性情報

サマリー情報I

〔本部〕

営業店情報管理システム

常 短 部

実行時拡張部

(通常,別ジョブ稼動)

営業店管理用
データベース

図10 営業店情報管理システムの概要 営業店管王里業務に必要な情報は,大部分(約80%)業務処‡里オン

ラインシステムから入力L,データベースに蓄積される｡

(d)会読の省略機能(同一メニューで指定項目を変更する

場合･,会i話手順を省略できる)

(e)注意メッセージ出力機能(操作や人力コードの誤りに

対し,ブザー苧竿告やエラー･コードの点i成表示を行なう)

(f) グラフ表示の自動スケーリング機能

(g)出力データの自動単位付け機能

田 営業店管理業務への適用

4.1 営業店情報管理システムの概要

管理計画情報支技システムの- イ列として,CIRDシステム

を営業店情報管理業務に適用した場合のシステムの概要を図

10に示す｡

データベースは,窓口業務処理システムのサマリー(営業

店単位に勘定科目別集計)情報とカード入力情報(営業店の

属性,目標値)から構築され,日･月･期単位に更新されて

いる｡ユーザー部門は,H-9415ビデオ･データ･ターミナル

を利用して約30種類のメニューから任意の情報を直接入手で

きるようになっている｡

4.2 営業店情報管理システムの利用効果

本システムの導入による効果として,

(1)省力化効果

ペMパー･ファイル管理や情報収集作業での人手軽i成

(2)質的効果

リアルタイムでの任意情報検索による,いっそう寿数密な分

析･評価,思考の連続性･コミュニケーション効果など9)｡

の2面があるが,まだ定量的評価の段階に三至っていない｡

本システムでは,システムの運用統計機能をもっているの

で,ユーザー部門の利用二状況を把握することができ,効果的

なシステムへと機能拡充を図っていく指針を得ることが可能

である｡

Ia 結 言

以上,金融機関の管理計画業務を支援する計算機システム

の概要と,そのソフトウェア構造につし､て述べた｡また,標

準化システムCIRDの機能･特徴を述べるとともに,営業店
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〔利用部門〕

H-9415VDT

●棒グラフ

●構成図

●2;欠元散布図

●3点折線グラフ

●田型表

●順位表

●演算結果

●予測グラフ

●資金量内訳樹木園

●属性情報

管理業務への適用について,その概要を紹介した｡今後は,

順次適用業務の拡大及びデ【タベースの拡充を行ない,管理

計画業務の省力化･質的高度化を図っていく予定である｡

システムの拡充に当たっては,管理計画業務の実務に直接

役だつ機能の校索(データの選定､分析,モデリング作業)10),

三拝に,業務分析によるアルゴリズムの開発が重要課題と考え

ている｡
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